
平成30年2月1日 平成30年2月1日

まちを守る 安心をつくる 消防団
　消防団員とは、「自らの地域は自らで守る」という精神に基づき、
普段はさまざまな仕事に就いている市民が、地域で災害が発生し
た際には、消防職員とともに活動する非常勤特別職の地方公務員
です。
　消防団の活動は、火災現場での活動のほかにも、地域における
防災訓練やさまざまな広報活動、お祭りにおける警備など、私た
ちの身近なところで地域防災に貢献しています。
　近年では、女性の消防団員による平常時の救命講習の指導や子
どもたちに対する防災教育への参加なども活発になってきていると
ともに、平成28年４月１日現在では、大学生や専門学生などの学
生団員約3,300人が全国各地で活躍されているなど、女性や若い
方も消防団活動に参画されています。
　皆さんも、この機会に、私たちの身近で地域の安心と安全を守
る消防団の活動に対する理解を深めるとともに、「まちを守る。安
心をつくる。」消防団の活動に積極的に参加しましょう。

問合せ 人権推進課 人権教育室　 TEL 70-0022　 FAX 70-3016

　パソコンやスマートフォンなどの普及により、誰もが

手軽に情報を収集したり、発信したりすることができる

ようになりました。その反面、他人の個人情報を暴いた

り、個人を誹謗中傷したり、部落差別、障がい者差別や

外国人差別に関わる差別的な書き込みをするなどのイン

ターネットを悪用した人権侵害が頻繁に発生しています。

　このようなインターネット上の人権侵害をなくすため

に、私たち一人ひとりが次のようなことに取り組みま

しょう。

もっとゆたかに　〜豊かな人権文化の創造に向けて〜

インターネット社会と人権

問合せ
生活環境課 防犯交通対策係
TEL 69-2143　 FAX 63-4582

問合せ
甲賀広域行政組合 消防本部 通信指令課
TEL 62-0119　 FAX 62-3666
Ｅメール　fd-tsushin@koka-koiki.jp
組合ホームページ：http://www.koka-koiki.jp

全座席のシートベルト・チャイルドシートの
正しい着用の徹底
　「シートベルトを着用していれば助かった」と思われ
る事故が発生しています。
　後部座席のシートベルトについても着用は義務化さ
れています。
　運転者は自身のシートベルト着用とともに、同乗者
がシートベルト・チャイルドシートを着用しているか確
認しましょう。
　同乗者は、前席も後部座席もシートベルトを必ず着
用しましょう。６歳未満の幼児を車に乗せる時は、体
格に合ったチャイルドシート等を正しく使用し、大切な
子どもの命を守りましょう。

市内における交通（人身）事故発生状況
本年 前年 増減数 12月中

発生件数 261 件 268 件 ー 7件 25件

死者数 5人 8人 ー 3人 0人

負傷者数 312 人 313 人 ー 1人 31人

（平成29年12月末現在）

火災 救急 救助 その他
甲賀市 44件 3611 件 65 件 251 件
前年比 ー 20件 ＋ 49 件 ＋ 5 件 ＋ 17 件

（平成29年12月末現在）

甲賀消防管内における各種災害の発生件数
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▼昨年開催の「都の恋和歌」のイルミネーション
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問合せ
（公社）びわこビジターズビューロー
TEL 077-511-1530　FAX 077-526-4393

⃝�ネット社会の危険性を学び、ルールや法律を守って
利用すること

⃝正しい情報や必要な情報を選別すること

⃝人を傷つけるような情報を発信しないこと

⃝差別につながる排他意識や忌避意識を問い直すこと
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波多野 悠佳
 はたの　　　ゆか


